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この議会便りは政務活動費（公費）で印刷しています。 

 いそがわ ゆか（五十川 有香） 連絡先 

 吹田市役所：〒564-0880 吹田市泉町1-3-40 TEL 6384-1231（代表） FAX 6337-6858 

 事 務 所 ：〒565-0831 吹田市五月が丘東9-12-102 TEL 4864-2874 FAX 6878-1452 

        Eメール:510yuka.suita@gmail.com  URL：http://isoyuka.net 

 平成５年から、市の普通財産として長年、地域コミュニティの形成に大

きく寄与してきた吹田東地区集会所及び西山田地区集会所。今回の市の提

案は、両集会所を廃止し、備蓄倉庫に建替するために、各々約１億円を支出するというものでした。 

 集会所の存続を強く望む市民の方々の声をおよそ聞くことなく、その廃止を決定した市の進め方は、

住民自治の理念とはかけ離れたものでした。また、廃止の理由として、市が耐震診断の結果を持ち出し

てきましたが、それまでの経緯からは、到底、理解しえるものではありませんでした。そこで、いそが

わは、予算常任委員会において、質疑を行い、以下のような反対意見を述べました。 

 平成３０年（２０１８年）と新しい年を皆さまは

どのようなお気持ちで迎えられましたでしょうか。 

 さて、『見える政治、わかる政治』をモットーに

議会活動を行い、その結果を毎定例会後「議会だよ

り」で発信してきましたが、『No.８８』と縁起の

良い数字となりました。 

 いつもお読みいただきありがとうございます。 

 １００%無党派・市民派の『吹田いきいき市民

ネットワーク』は、平成7年（1995年）に“市民

目線で活動する議員を議会へ送り

出し、市政に参画しよう”そんな

市民の思いから生まれました。 

 政務活動費・議員報酬の使い道

はすべてオープンにしています。（政務活動費は吹

田市議会ホームページに掲載。） 

 “市民力”そして“広がるネットワーク”が『吹

田いきいき市民ネットワーク』の活動の源です。   

 現在、「いそがわゆか」が、

市議会内の一人会派として活動

しています。 

 これからも市民パワーととも

に、子どももおとなも笑顔あふ

れる未来にむけ、市政に変革を

起こしていきましょう！平成29

（201７）年１１月議会の議会

報告です。  

予算常任委員会にて 

≪集会所機能の廃止ではなく地域交流の場として有意義に利用を！≫ 

 市は、両施設の耐震診断をこれまで行わなかった

理由を、阪神大震災を受けて平成7年に制定された法

律の対象でなかったとされましたが、昨年度突然、

その法律に基づいて耐震診断を行うとされました。

また、市は、これまで、耐震工事以外の修繕費等に

約5,000万円支出しています。この費用があれば、相

当耐震工事が出来ていたことでしょう。大きな地震

もなく住民に被害がなかったというのは、偶然の結

果論でしかありません。 

 一方で、総括質疑において市は、「両施設は、恒

久的な利用には一定の課題はあるが、緊急に利用を

停止する必要はなく、十分に使用に耐えるレベルで

ある」と明言され、建替は性急に行う必要はないと

市は明言されています。そうであるなら、来年度か

ら市民利用を停止する前に、これまでの支出につい

ての十分な検証や総括を行ってから判断すべきで

す。 

 さらには、「これまで両施設はコミュニティに大

きく寄与していただいていた」と明言されている部

でさえ、両集会所を地域コミュニティの重要な拠点

としての存続の必要性を、市の方向性決定の過程で

示されることはありませんでした。これは、はじめ

に、集会所廃止の結論ありきとしかいえません。 

 実際、５月議会で、「両集会所の方向性について

市が決定するまでは、市民の方々に意見を聞くこと

はない」旨を明言されています。 

 市の意思決定の過程で、市民の

方々の意見を聞かないというものな

どは、地方自治ではありません。両

地域のタウンミーティングにおいても、住民から切

なるお声も出ており、市の「今年度末で利用を終了

することを住民と合意した」という市の主張とも矛

盾しています。そして、何より、両施設はコミュニ

ティ形成の地域交流の場として有意義に利用される

べきです。行政が優先されるべきものではありませ

ん。再検討・再審議を求めます。 



 ２ 

【五十川】総務省等資料より中核市となる要

件を備えている市の内の約半数の市は、中

核市移行の意思がない。市は議会で繰り返

し中核市のメリットばかりを答えている

が、その要件を備えていながら移行しない

とする各市の状況をどう分析しているか。 

【行政経営部】中核市へ移行していない市に

対して、移行していない原因や理由につい

て、調査を行ったことはない。 

【五十川】中核市へ移行した他市の移行前後

各３年の財政状況等について、説明せよ。 

【行政経営部】大部分の中核市に対して、移

行前後各３年の財政状況等に関する調査を

行ったことはない。 

【五十川】中核市移行を進める決定をするま

でに市民の声を聞くことは行ったのか。 

【行政経営部】これまでに市民の声を聞く機

会を設けたことはない。来年度に説明する。 

 質問の詳細については、吹田市議会ホームページで「11月定例会本会議」の録画映像がご覧いただけま

す。『小学生向け議会のはなし』もホームページでご覧いただけます。  

 アドレス http://www.discussvision.net/suitasi/index.html 

 もしくは、『吹田市議会』で検索。 

 

【いそがわ個人質問】 
15分間で６つのテーマについて質問をいたしました！詳細は議事録をお読みください。 

 私、いそがわは中核市制度自体を反対しているわけではありません。しかし、移行により毎年、

市の負担が約8億円かかることはほぼ確実にわかっている中で、他市の状況の詳細を調べていない

し、市民の声も聴いていない状態で、中核市移行の準備を進めていることを問題視しています。 

 本来、中核市移行による市民のメリットとデメリットを他市の事例等を十分に精査し、市民

に説明しながら、決定過程に市民参画を求め、吹田市を今後どのようなまちにしたいのかをタ

ウンミーティング等を重ねて、積極的妥結をもって決めていくものではないでしょうか。 

【五十川】乳がん検診の受診者数は年々かなり

増加してきていますが、市は廃止を決定されま

した。３０歳代乳がん視触診単独検診の廃止の

決定をするまでに、市民の方々のご意見を伺う

機会等は設けたのか。 

【健康医療部】市民のご意見を伺

う機会は設けていない。 

【五十川】吹田市乳がん検診精度管理委員会で

廃止の方向性が出されたこと等を受け、市廃止

を決定されたとのことであるが、その委員会議

事録は多くの市は公開しているにもかかわら

ず、非公開としている。なぜか。 

【健康医療部】市民に議論の過程を情報提供す

る必要性は理解している。今後は、公開内容に

ついて個人情報等に留意し、慎重に検討する。 

 

【五十川】市職員が個人情報漏洩を生じさせた

場合、法令で定められいる場合を除き、その対

応については、総務部等への報告義務の定めは

なく、個人情報を漏洩させた各室課ごとの裁量

の範囲と市はしているのか。また、過去１０年

間に、市が生じさせた情報漏洩で、懲戒処分を

行った件数等をお答えください。 

【市民部】吹田市個人情報保護条例には、職員

が故意に個人情報を漏えいした場合等の罰則が

規定されているのみである。  

【総務部】懲戒処分を行った職員はいない。人

事上の措置は過去１０年間で４４件。 

 

 法令を違反する行為に総務部に対しての報告義務

はないとのことです。 



３ 

【五十川】平成29年11月29日付で、パスポート

センター開設にかかるパスポートセンター及び

消費生活センターの配置変更をするとの報告が

市からありました。その理由については、より

経費のかからない方法等という旨の記載があり

ましたが、その内容と差額はどのくらいか。ま

た、それ以外に理由はないのか。 

【市民部】消費生活センターの見直しをしたと

ころ、現状の場所でパスポートセンターとの併

設が可能であると判断したためである。 

【五十川】経費以外の他の理由とその差額につ

いてのご答弁がないため、再度、伺います。 

【市民部】具体的な数字について、この件につ

きましては、この場では差し控えたい。 

【五十川】 

 子ども医療費助成事業が福祉施策から子育て

施策に変わったとしていたが、子育て施策につ

いて審議をしている審議会や計画等にまったく

報告や審議のないまま進んでいた。なぜか。 

【児童部】次回、開催時に報告をする。 

 

【五十川】待機児童対策での平成30年4月の予

定確保数が1,136名のはずが727名しかできてい

ない。その原因は？ 

【児童部】平成31年4月までには確保したい。 

【五十川】平成28年4月から障害者差別解消法

も施行されているなか、当初から変更したメイ

シアター改修工事内容には、ほとんど、バリア

フリー化の工事をしなくなりました。 

 吹田市は先日、説明会では、今後のメイシア

ターのバリアフリー化の必要性についても言及

されていましたが、その時期、内容を具体的に

お答えください。  

【都市魅力部】その時期も含めて幅広い市民の

声を聞き、検討が必

要と考えている。 

【五十川】また、「震度４、５では落ちない」

という市の主張とは真逆に、震源地から遠く離

れた震度５の地域でも、複数の施設の特定天井

が崩落し、多くの尊い命が失われている。特定

天井の崩落の危険性が客観的にも十分に明確に

認められ、崩落により多くの尊い生命が失われ

ている下であっても、吹田市は、メイシアター

の天井の改修をせず再開館するのか。 

 【都市魅力部】1年間の閉館中にできる範囲の

改修を行うという判断をした。 

 

 

 

 

【五十川】審議会や審査会での答申書を市が作

成していると複数回、伺った。法令等からも、

答申は審議会や審査会が行うものであるが、何

故か。 

【市民部】情報公開や個人情報保護に係る審議

会・審査会の答申を市が作成することはない

が、答申の文書を市が入力していることはある

かもしれない。 

具体的な試算なく、計画変更はあり

えません。他の理由があるのではな

いでしょうか。 

まだ、何もしていないようです。 

つまり、天井の改修はしないということです。 

市の規定等によれば、審議会に報告・審議の

上、決定するものです。 



 ４  

《会計報告（平成29年10月～12月）》 

１：吹田市市税条例の一部を改正する条例の制定について          賛成２６：反対 ９：退席０ 可決 

２：平成29年度吹田市一般会計補正予算について             賛成３３：反対 ２：退席０ 可決 

３：会計検査院の報告を受け、森友学園に関する疑惑の全容を解明することを求める意見書  賛成１４：反対２１：退席０ 否決 

４：安心できる介護保険制度の実現を求める意見書             賛成２４：反対１１：退席０ 可決 

５：吹田市教育長の選任について                       賛成３４：反対 １：退席０ 同意  

 詳しい議論は、HP等をご覧ください。その他、中の島スポーツグラウンド多目的グランドの設置が全会一致で可決しまし

た。昼間は、自由解放。夜は団体利用となります。また、各公共施設（市民ホール等）における指定管理者の指定も可決と

なりました。そして、期日前投票の増設を求める請願については全会一致で可決しました。 

      以下、賛否の分かれた条例議案・意見書(抜粋）です。 ○：賛成 ×：反対 退：退席 欠：欠席  

<２月定例会の日程予定> 

２月２２日(火)        提案説明 

３月１日(木)～６日(火)          一般質問 

３月７日(水)～１３日(火)     常任委員会 

３月２０日（火） 

  予算常任委員会（総括質疑・討論・採決） 

３月２６日（月）    討論・採決 

 

 ２月定例会の一時保育対象日は、

３月１日～６日の予定です。申し込

みは対象日の3週間前から３日前ま

で。詳しくは議会事務局(TEL：

06－6384-2644)までお問い合

わせください。 

 なお、手話通訳派遣についても議会事務局まで

お問い合わせください。 

（FAX：０６－6338－0920） 

事務所活動費内訳  （円） 

収入 

10月-12月合計 1,496,333 

前月繰越金 2,963,474 

合計 4,459,807 

支  出    

事務所家賃等 257,124 

水光熱費 15,043 

通信費 38,920 

印刷費 212,370 

活動費 31,780 

交通費 61,120 

事務雑費 35,158 

人件費 83,500 

合  計 735,015 

繰越金 3,724,792 

※吹田市議会として、平

成28年度交付分から、全

会派の収支報告書・会計

帳簿・支払伝票・領収書

等をＨＰにて公開するこ

とになりました。 

平成30年（2018年）度

も市民目線で市政を考え

る!!『吹田いきいき市民

ネットワーク』をよろし

くお願いします。 

    1 2 3 4 5     1 2 3 4 5     1 2 3 4 5 

吹田いきいき市

民ﾈｯﾄﾜｰｸ 
五十川有香 × × ○ ○ ○ すいた市民ｸﾗﾌﾞ 梶川 文代 × × ○ ○ × すいた創政会 馬場慶次郎 ○ ○ ○ ○ ○ 

すいた市民自治 池渕佐知子 ○ ○ ○ ○ ○ 無所属ｸﾗﾌﾞ 生野 秀昭 ○ ○ × ○ ○ 

日本共産党 

山根  建人 × ○ ○ ○ ○ 

吹田新選会  

石川 勝 ○ ○ × ○ ○ 

吹田翔の会   

川本 均 ○ ○ ○ ○ ○ 倉沢 恵 × ○ ○ ○ ○ 

後藤 恭平 ○ ○ × ○ ○ 澤田 雅之 ○ ○ ○ ○ ○ 竹村  博之 × ○ ○ ○ ○ 

足立 将一 ○ ○ × ○ ○ 山本 力 ○ ○ ○ ○ ○ 塩見みゆき × ○ ○ ○ ○ 

公明党 

浜川  剛 ○ ○ × × ○ 

自由民主党絆の

会  

 泉井 智弘 ○ ○ × ○ ○ 柿原  真生 × ○ ○ ○ ○ 

矢野伸一郎 ○ ○ × × ○ 澤田 直己 ○ ○ × ○ ○ 玉井美樹子 × ○ ○ ○ ○ 

井上真佐美 ○ ○ × × ○ 白石 透 ○ ○ × ○ ○ 上垣  優子 × ○ ○ ○ ○ 

野田  泰弘 ○ ○ × × ○ 里野 善徳 ○ ○ × ○ ○ 

大阪維新の会   

井口 直美 ○ ○ × × ○ 

吉瀬  武司 ○ ○ × × ○ 藤木  栄亮 議長 橋本 潤 ○ ○ × × ○ 

小北  一美 ○ ○ × × ○ 奥谷  正実 ○ ○ × ○ ○ 斎藤 晃 ○ ○ × × ○ 

坂口  妙子 ○ ○ × × ○ 松谷 晴彦 ○ ○ × ○ ○ 榎内 智 ○ ○ × × ○ 

   10月 11月 12月 

収

入 

報酬 650,000 650,000 650,000 

期末手当   0 1,716,000 

合計 650,000 650,000 2,366,000 

支

出   

所得税 56,470 56,470 360,407 

住民税 67,700 67,700 67,700 

国民年金 16,840 16,840 16,840 

国民健康保険 73,000 73,000 73,000 

互助会会費 6,500 6,500 6,500 

会費 600 1,200 2,400 

生活費 300,000 300,000 600,000 

事務所活動費 128,890 128,290 1,239,153 

  合  計 650,000 650,000 2,366,000 


